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❖支会長 岡田 正晴  ❖副支会長･会計 髙田  勉  ❖ 副支会長 真下 明久 

❖幹 事 高田 秀男  ❖監  事 戸丸 義之 

❖役 員 山田 三郎・本木  賢・高田  勉 

 

と き  ６月８日（月）午前９時３０分～１１時３０分 
と こ ろ  大会議室 
講 師   ＩＴサポーター 石川美佐子 先生 

募集人数   １２人（先着順）   ※参加費無料 

申し込み   ５月８日（金）～ ５月２９日（金） 

午前９時～午後５時までに電話または窓口でお申し込みください。 

問い合わせ   大寄公民館 ☎５７１－０３４１ 

～脳トレアプリを楽しもう＆スマホの設定～ 

対  象：１８歳以上７５歳まで 
支援教科：国語、算数、支援時間：土曜日の午前中、支援場所：市内小学校 
申し込み・問い合わせ：生涯学習スポーツ振興課 ☎５７２－９５８１ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

                                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

と き  ①６月１３日（土）午前１０時３０分～正午  体育室 
       ②７月１５日（水）午後２時～３時３０分   大会議室  
        ※両日共、参加可能 

講 師  ヨガ／ピラティスインストラクター 井上友莉彩先生 

募集人数  ３０人（先着順）   ※参加費無料 

申し込み  大寄地区のかた     ５月 1２日（火）～ 

大寄地区以外のかた   ５月１９日（火）～ 

午前９時～午後５時（土日除く）までに電話・窓口でお申し込み 

ください。 

持 ち 物  ヨガマット（貸出可）、飲み物、汗拭きタオル 

問い合わせ  大寄公民館 ☎５７１－０３４１ 

～骨盤を整えて体を正しい位置に調整する～ 

介護予防をテーマとした専門職が教える健康講座です。昨年のアンケートで多かった健康づく

りについて企画しました。一緒に体験しましょう。 

講 師  ①おおはま整形外科  理学療法士 剱持広夢先生 

②埼玉県歯科衛生士会 歯科衛生士 持田昌代先生 

募集人数  ３０人      持参するもの  筆記用具    ※参加費無料 

申し込み   大寄地区在住のかた    ５月１1日（月）～ 

大寄地区以外のかた   5月１８日（月）～  

午前９時～午後５時（土日除く）までに電話または窓口でお申し込みください。 

問い合わせ  大寄公民館☎５７１－０３４１ 

と き  ①元気でいるための介護予防体操（運動器含む） 

６月 ４日（木）午後２時～３時３０分 
    ②口腔ケアから始める介護予防 
     ６月１９日（金）午前１０時～１１時 

と こ ろ  大寄公民館 大会議室 

土のぬくもりを感じながら、ゆったりとした時間を一緒に過ごしませんか。焼き上がった 

作品を実際に使う喜びは、充実感があります。教室では、普段使いができるお皿を作ります。 

と き  ①作 陶 ：６月２２日（月）午後１時３０分～４時  
           ②絵付け ：７月 ６日（月）午後１時３０分～４時  

と こ ろ  大寄公民館 工芸室 

講 師  陶芸家 武政朔十先生 

人数/参加費  １２人 ／ 一人１，０００円（当日集金）  

対 象  深谷市内在住のかた  ※汚れてもよい服装でご参加ください 

申 し 込 み  大寄地区のかた   ５月１３日（水）～  

       大寄地区以外のかた ５月２０日（水）～ 

電話または窓口で申し込み 午前９時～午後５時まで（土日祝除く）    

問い合わせ  大寄公民館 ☎５７１－０３４１ 

※①②いずれかの参加可 
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１１日（月）利用団体調整会議  午後１時３０分～、２時３０分～ 大会議室 

１４日（木）青少年健全育成会総会         午後３時３０分～  大会議室 

      大寄地区社会福祉協議会総会   午後４時３０分～  大会議室 

１９日（火）体育部本部役員会議         午後６時３０分～  大会議室 

      体育部 GG大会・盆踊り打合せ会議  午後７時～   大会議室 

２１日（木）大寄地区歴史探訪        午前８時集合    長野県佐久方面 

２７日（水）第３回自治会長会議         午後７時～       大会議室 

３０日（土）グラウンドゴルフ大会      午前８時～ 北部運動公園野球場  

 【使用済小型家電の収集日】  １３日（第２水曜日）、 
【リチウム蓄電池等の収集日】 ２０日（第３水曜日 午前８時３０分～正午） 
回収場所：深谷市役所本庁舎、岡部・花園総合支所、ワモア川本、深谷清掃センター 

【有害ごみの収集日】      １５日（第３金曜日） 

※5 月２7 日（水）は、定期清掃のため、午前９時～午後５時まで全館利用できません 

特定健診対象者      ：深谷市国民健康保険に加入している４０歳以上のかた 

後期高齢者健診対象者：後期高齢者医療保険に加入しているかた 
 

内  容：身体測定、尿検査、診察、血圧測定、血液検査 ※特定健診対象者は追加で心電図、腹囲測定を実施。 

費  用：特定健診／５００円、後期高齢者健診／無料 

実施期間：《集団健診》６月１日（月）～令和９年２月４日（木） 

     《個別健診》６月１日（月）～１２月２８日（月） 

会  場：《集団健診》深谷寄居医師会メディカルセンター、深谷市役所本庁舎、藤沢公民館、豊里公民館、

岡部公民館、川本公民館、花園公民館 

《個別健診》個別健診実施医療機関 
 

予約方法：《集団健診》完全予約制 ※５月８日（金）から予約開始 

予約受付時間 午前９時～午後５時まで（５月８日（金）は午後７時まで） 

     予約専用電話０４８－５７０－６１１１（深谷寄居医師会メディカルセンター） 

     （※がん検診の同日申し込み可） 

※土・日曜日、祝休日及び年末年始（１２月３０日（水）～１月４日（月）まで）を除く。 

予約開始日から２週間及び午前９時～午前１０時までは、つながりにくい場合があります。 

《個別健診》広報ふかや５月号の折込チラシに掲載の、個別の医療機関にご確認ください。 
 

：保険年金課  574-6641（特定健診・後期高齢者健診） 

保健センター 575-1101（がん検診） 

 

 

 
春のごみゼロ運動 
５月３1（日） 
※雨天時の実施は、 
各自治会の判断による 

民生委員・児童委員 

高齢での生活不安、介護の悩み、障害者の支援など、さまざまな相談に応じています。市役所や社会福祉協

議会、地域包括支援センターなど、関係機関につないでいます。 

主任児童委員 

子どもや子育てに関する支援を専門に担当する民生委員・児童委員です。民生委員・児童委員や市役所、学

校、児童相談所などと連携し、支援活動を行っています。 
 

※民生委員・児童委員、主任児童委員には守秘義務があります。安心してご相談ください。 

問い合わせ 福祉政策課 ☎568-5041 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大寄地区の人口 令和 8年４月１日現在  （ ）内は前月比 

男性：1,4５３人（+５） 女性：1,４7３人（+１） 合計：2,9２６人（+６） 1,2８６（+９）世帯 

） 
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※
『
自
由
律
俳
句
一
行
詩
』
は
、「
五
・
七
・
五
」
や
「
季
語
」
に

縛
ら
れ
ず
、
作
者
の
自
由
な
感
性
や
表
現
を
重
視
す
る
俳
句
の

ス
タ
イ
ル
で
す
。
ど
な
た
で
も
ご
応
募
く
だ
さ
い
。 

毎
月 
日
ま
で
に
公
民
館
へ
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
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